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岩城淳子
1．はじめに
子どもは誕生から就学までの6年間、家庭、地域、保育園、幼稚園と、徐々
にその社会を拡げながら“人のなか”で育っていく。保育者は子どもが家庭
を一歩踏み出して初めて出会う先生である。家庭や地域の教育力が落ちてき
ているといわれる今の社会では、保育園、幼稚園、学校などがそれらの機能
を担う方向にある。それに伴い保育者に求められる能力も以前より多種多様
になってきている。その一方で、保育・教育機関以外の場における教育力を
高めていこうという動きもみられる。このような時代、そしてこれからの時
代に保育者に必要な能力は何か。今回は、地域の教育力再生をテーマにした
地域社会のワークショップに学生を参画させることにより、その効果と課題
を考える実践報告である。
2．研究の背景と参加の経緯
（1）学生・大学の二一ズ
2004年度、白鴎大学は30年の歴史を持つ女子短期大学部幼児教育科が廃止
され、4年制男女共学の発達科学部発達科学科児童教育専攻の一期生を迎え
た。短大では全員が保育士と幼稚園教諭の2資格を取得するために、必修授
業と実習に追われる慌ただしい2年間を送っていた。しかしその中でももっ
と子どもとじかに触れ合う機会が欲しいとの学生の声も多く、各自が保育園、
幼稚園、福祉施設、学内のおもちゃライブラリーでの自主実習や公立図書館
での絵本の読み聞かせボランティアなどを行ってきた。しかし卒業する20歳
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の時点では保育者としての自信を持たせることはなかなか難しく、むしろこ
れから保育に携わるなかで、自分自身が伸びていける素地を作ることを卒業
目標にしてきた。この度、修業年限が4年になって時間的な余裕が生まれた
ことや、希望に応じて小学校教諭免許も取得できるシステムになったことも
あり、地域の子どもに目を向ける試みを取り入れたいと考えていた。
今年度入学の学生は昭和60年生まれである。学生もまた現代っ子であり、
外遊び・自然体験・地域社会での異年齢集団での遊び・大人との関わりの経
験が乏しくなってきている現状がある。さらに学生の出身地が広範囲に拡がっ
たことにより、学生生活を過ごす土地を知らないまま、大学という枠の中で
限られた人との人間関係の中で生活を送る傾向にもある。学生が地域での様々
な年齢層の人々とじかに触れ合うことは、学生自身の豊かな体験になると同
時に、将来子どもの保護者との信頼関係を作っていく土台にもなっていくも
のと思われる。さらにそれは地域に密着した大学、大学の社会化という大学
の持つ課題にもつながることが期待される。
（2）地域社会の二一ズ
現在、地域社会は街の活性化を考えるにあたり、学生の新鮮な発想や若b
エネルギーを取り込もうという動きがみられる。2003年度には小山市TMO
中心市街地活性化推進事業の空き店舗活用事業として、商工会議所とともに
学生の企画運営による店を開始し、白鴎大学学生が参画している。今回の講
座は、市民が地域の教育力低下を現代社会の問題として論じることに終始す
るのではなく、多くの世代を繋ぐ懐かしさや遊びを媒介にまずできることか
ら実践し、その結果を子どもたちによる地域文化への参加・参画につなげよ
うとするものである。そこに大人と子どもをつなぐ世代として、地元の学生
への参加要請があった。この講座開設前にはネットワークとちぎ理事の鈴木
が地域教育力の活性化の手段として街の駄菓子屋の持つ教育力に注目し、そ
の遊びと文化を媒介に、教育集会所、コミュニティ、学校、公民館、青年会
議所や子育て支援サークル、NPOなどでの実践を重ねながら、地域の有能
な人材を発掘してきた経緯がある。合校とは、1995年4月に社団法人経済同
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友会から提言された概念である。人間の発達＝教育＝学校といった従来の発
想を転換し、学校、家庭、地域社会の役割を明確にし、相互の協力によって
全体として子どもを育てる機能を「合校」に求めようとするものである。具
体的には地域の教育資源を生かす方法として地域の教員、専門家、職業人な
どが関わるr体験教室」の開催などがあげられている。ここでの合校とはこ
の概念である。以下に主催のネットワークとちぎと鈴木の駄菓子屋合校につ
いて述べる。
①ネットワークとちぎととちぎ自由大学
白鴎大学に隣接する栃木市は、栃木県中南部に位置する人口8万人強の都
市である。市内には利根川水系の巴波川が流れており、江戸時代には舟運に
よる物資の集散地としてにぎわい、経済や文化の中心となっていた。栃木商
人の蔵の街としても知られ、戦災を免れた古き良きたたずまいを残す街であ
ると同時に、市民の文化に対する意識が高い街でもある。ネットワークとち
ぎは、市内の各種団体が連携し開催した「まちづくり連続講座」の修了生か
ら作られた市民の組織である。2002年4月ネットワークとちぎは「とちぎ自
由大学」を設立した。これは地域の文化・歴史・まちづくりに関する多様な
講座を市民二一ズに基づいて開設し、隠れた文化の発見や伝承を通して市民
参加の意識の高揚を図るとともに、次代をリードする人材の育成とさらなる
文化発展を目指すものである。とちぎ自由大学は文化・芸術学部、民族探訪
学部、まちづくり実践学部、そして今回の講座を主催した路地裏文化部の4
学部からなる。まちづくり実践学部の講座には2002年度より白鴎大学法学部
学生が参加し、先進事例調査報告や蔵を活用した美術展などのイベント開催、
まちづくりへの提案など市民と共同で研究を行っている。
②駄菓子屋合校の試み
駄菓子屋とは江戸時代に町や村の防災、警察、治安を管理した木戸番であ
るr番太郎」が副業として荒物屋を開き、一文菓子を並べたr番太郎店」が
その原型とされている。鈴木による栃木市内の小学生から70代の人まで100
人へのアンケートと聞き取り調査によると、行った経験がない人は全体のわ
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ずか2％で、各世代が共通して持っている体験のひとつであることがわかっ
た。思い出や魅力として語られたキーワードは、遊ぶ、群れて遊べる、宝探
し、おまけ、当たりくじ、活気、なごめる、分けてもらう、やさしさ、大人・
上級生・他校生との会話、社交場、世の中の決まりを学んだ、知らず知らず
の教育などである。現代ではその形態が①地域の一軒店②デパート内店③ア
ミューズメント内店④菓子屋横町店の4タイプに分けられる。お金で駄菓子
を買うというショッピング機能は①から④までに共通することであるが、②
と③は昭和30年代のレトロを戦略にアトラクション、ゲームやテーマパーク、
ベーゴマ道場などのイベント、④は街並み観光、学校の生活科・体験学習の
場など時代に合った展開をしている。それらに比べ、①の地域の一軒店は、
学校・公園・神社・路地のそばにあり、客は子ども好きな店主と顔なじみの
関係にある。子どもを励ましたり、話を聞いてくれたり、悪いことは叱って
くれたりと②～④では得られにくい教育力が備わっている。そこで地域の大
人が店主の役割を担い、各世代を巻き込んだ遊びを加えて世代間の交流を生
み、社会教育として子どもたちと学び会い喜び合える地域作りにつながる活
動へと展開する、これが駄菓子屋合校のコンセプトである。なおこの試みは
2003年度日本生涯教育学会岡本包治賞を受賞している。
以上のように、学生が持っている子どもや地域の人々とじかに関わり合い
たいという願い、大学が目指す地域に開かれた大学、そして地域社会が活性
化のために学生・大学の参画を望んでいることなどが、今回の講座への学生
参加につながった。
3．研究の目的
今回は学生を地域社会の活動に主体的に参画させることにより、「遊び」
「路地裏」「まちづくり」をキーワードに子どもについての様々な発見を通し、
将来保育者として必要な能力について学生自身に考えさせることが目的であ
る。加えて地域の教育力再生のためには、具体的にどのような方策が可能な
のかをこの体験を通して学んでいくことにある。
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4．研究の方法
講座は2004年5月から9月までの月1回土曜日および日曜日で、原則とし
て！回につき2時間の全6回である。概要は以下の通りである。
テーマr子どもと創るまちづくり一路地裏合校を開きましょう一」…栃木市
のよさの一つに、路地裏がありました。そこには、子どもたちの元気な声や
物売りの威勢のよい声が聴こえてきました。そしてrおかげさん」rおたが
いさん」のご近所づきあいと人肌のぬくもりがありました。今回の講座は、
私たち大人が子どもたちに昭和の路地裏文化のよさを伝えるとともに、子ど
もたちとこれからのまちづくりについて考え、現代にマッチした路地裏合校
を参加者で創りあげる講座です。
第1回…子どもの居場所とまちづくり一現代子ども事情一
第2回…昭和の子どもVS平成の子どもと遊び一ベーゴマ・ゲーム対決一
第3回…路地裏探検隊一大人も子どもも楽しむフィールドワークー
第4回…路地裏合校を開きましょう①
第5回…路地裏合校を開きましょう②
第6回…路地裏文化考一路地裏シンポジウムー
前期に1年生、短大部より編入した3年生にこの企画を告知し、希望者を
募った。学生が参加したのは、第4回から第6回までの講座で、これに事前、
事後指導を加えた計5回である。参加人数は、事前指導13名、第4回8名、
第5回15名、第6回4名、事後指導15名である。
5．ワr・クショップ報告および得られた知見
（1）第1回、第2回、第3回ワークショップ
第1回では、子どもが学校以外の場での学びのチャンスが減っている現状
と、子どもの人間関係が広く浅くのたこ足型、もしくは狭く深くのたこつぼ
型になってきているとの報告、さらにまちづくりにはその地域にしか出せな
い味を大切にするオンリーワンの発想が期待されているとの話があった。第
2回では、大人も子どもも一緒になって実際にベーゴマ遊びや昔の遊びなど
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を体験した。第3回目では、小学生31名が青年会議所、市民の人たち15名と
ともにアイスブレーキングの後、路地裏探検隊グループを組んで「蔵の町発
見ウォークラリー」をした。コースは栃南中→文化会館あさひ公園→第二公
園・神明宮（「とちぎ」の名の由来となった十の千本がある）→近龍寺（山
本有三の墓がある）→駄菓子屋みっちゃんち→万町交番広場（蔵の街広場）
→栃木病院（大正2年に建てられた）→栃木信用金庫駐車場→巴波川沿い→
幸来橋→港町公園→巴波川ポケットパーク→うずま公園→駄菓子屋かつえちゃ
ん→文化会館→栃南中の全長8キロで、所要時問は6時間である。（図1参
照）宝探しや郷土の言い伝え、歴史を知るクイズを解きながら、その場所で
展開できそうな遊び、やってみたい遊び、それに必要な物、場所のPRを考
えながら、最後にまとめとしてまちマップを作成した。子どもたちから提案
された遊びは、鬼ごっこ、（かくれんぼ、たかおに、色鬼、高鬼、ふたしお
に、氷鬼、絵描き鬼、）ごっこ遊び（スパイダーマンごっこ、忍者ごっこ、
仮面ライダーごっこ、）スポーツ（ドッジボール、キックベース、サッカー、
バレーボール、パターゴルフ、ターゲットゴルフ、）木登り、アスレチック、
虫採り、人間将棋、ケンケンパ、グリコ、的当て、ボール投げ、だるまさん
がころんだ、短距離走、水遊び、水鉄砲、ザリガニつり、壁打ち、積み木、
砂場、フラフープ、ポコペン、ベーゴマ、くつとばし、きもだめし、長縄、
陣取り・缶蹴り、水フーセン、メンコ、秘密基地作り、めだまやき、けいど
ろ、宝探し、とバラエティに富んでいた。
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（2）事前指導
まず学生にこの講座の目的と学生に期待される役割を説明し、第1回から
第3回までの講座で得られた結果を報告した。講座生に市内の小学生が多い
ということで、学生自身が今までに体験した遊び、主に小学生時代にした遊
びを振り返り整理した。また実際に第3回目と同じコースをたどり、栃木の
名物であるかんぴょう（夕顔果実）の粉を麺に練り込んだ夕顔ラーメン、駄
菓子を食べながら栃木を体感した。子どもたちから提案された遊びをもとに、
会場の選定と遊びの流れを考えて2時間の活動の企画を練った。会場は十分
な広さの確保できながらも目の届く神明宮の境内につながる第二公園1カ所
とすることにし、平坦な広場、大木の下に拡がるスロープのある芝生を活用
して、真夏の日中でもあるので動と静のバランスのとれた活動を考えた。そ
の際に必要な運動用具、玩具や絵本の準備をした。
（3）第4回ワークショップ
まず学生や大人が長縄飛び、ドッジボール、三角ベース、竹とんぼ、缶蹴
りなどで遊び始め、興味を持った子どもたちが順次その中に参加していった。
普段ならクーラーの効いた部屋から出られずに、テレビやゲームなどで時間
を過ごしてしまいそうな8月の猛暑の午後であったが、前半は主に運動遊び
で炎天下たっぷり汗を流した。男子学生がリードしたこともあり動きがより
ダイナミックになり、参加者約50名で体を動かすことの爽快感を味わった。
クールダウンタイムには爽やかな風に吹かれながら、3年生の女子学生が木
陰の芝生の上で絵本の読み聞かせをした。本は福音館書店の「母さんの小さ
かったとき」で、昔の暮らしや遊びを紹介したものである。アイスを食べな
がらじっと聞き入っている子どもの姿が印象的であった。当日小学生たちは
夕方から市のお祭りのよさこい踊りに出演することになっており、講座修了
後踊りの練習の予定が入っていた。遊びの後、3人の女子小学生が大学生も
一緒にお祭りに参加しないかと言い出し、急遽全員で群舞の振り付けを教え
てくれることになった。そして短時間の猛特訓の末、その舞台に飛び入り参
加した。第二公園の隣には栃木市で最も歴史の古い栃木幼稚園があり、夏休
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み明け最初の日曜日となる9月の回には、園から園児と保護者にこの活動を
アナウンスして頂き、希望者親子も参加することとなった。
（4）第5回ワークショップ
9月は第二公園と幼稚園の園舎を会場にし、野外と屋内の活動が期待され
たが、当日はあいにく雨天になってしまった。しかし幼稚園のホール、ピロ
ティ、砂場、園庭を十二分に使わせていただき、園の先生方も参加して下さっ
た。楽しそうな声に思わず寄って下さった通りがかりの方もまじえて、0歳
児から80代まで文字通り4世代の幅広い年齢層の中で、100人近くの遊びの
輪が出来た。ここでは長縄、砂場遊び、シャボン玉、メンコ、けん玉、あや
とり、お手玉、学生からは導入の手遊び、紙芝居、大型絵本の読み聞かせを
した。紙芝居は童心社のrおねぼうなじゃがいもさん」、大型絵本は講談社
のrにじいろのさかな」でいずれも幅広い年齢層に対応できる視点で選定し
た。イメージ作りのため波の音の効果音を入れたり、朗読を数人で分担して
単調にならないことを心がけた。最後に全員をチームに別けチーム対抗のゲー
ム遊びを考案し展開した。乳幼児が多かったので前回より早めに終了した。
ワ目た居メた略体つ子園塞嚢。繕碧套雛メンコ’お托紙芝肺
????????????? 、?? ????????? 。?? ??? ? 、『?? ? ? 」「?ゃ?????????????」 ??? 。?? ?（?）?「 ???????
??っ???、????????? ??? ???っ?? ? ? ??? ? 、????? っ?? 」 ?。
??????????
?（?） 「 ? ??? ?、???＝? ??? っ 」 ???。【 】
昔ながらの遊びを楽しむ子供たち
2004年9月8日（水曜日）の「毎日新聞」に掲載
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（5）第4回・第5回の感想
第5回講座終了後に、小学生にはアンケート用紙を配布し自由記述をして
もらい回収、市民と幼稚園教諭には聞き取りをした。
①小学生5，6年生17名の感想
・おもしろかったこと……缶蹴り4名、ドッジビー4名、ベーゴマ2名、シャ
ボン玉2名、長縄2名、（以下1名の回答項目）年下の面倒を見ること、
年上の友達と遊ぶこと、学校でもやってみたい、今度は友達を連れてくる、
お母さんが子どもの頃やっていたことがわかってよかった
・やってみたいこと……考えて作る新しい遊び3名，ドッジボール3名、昔
の遊び2名，おもしろい遊び2名、（以下1名の回答項目）あやとり、か
わいい小物作り、大勢で出来ること、路地裏探検、ゲーム大会、クリスマ
ス会、誕生会、おとうさんがやっていたことを知りたい、勉強を教えても
らいたい、
②市民の感想
・自分が夢中になってしまった。・若いお母さんと子育ての話が出来た。・
昔やった遊びの経験がこんなところで生かせてよかった。・通りがかった
高齢者の方や飛び入りの人がいて盛り上がった。・4世代交流を是非続け
て欲しい。
③幼稚園教諭の感想
・大人の夢中になって遊ぶ姿が印象的だった。・男の人と接している園児に
は普段見られない笑顔があった。・小学生が赤ちゃんや幼児を膝にだっこ
して紙芝居を見ている姿がよかった。・大学生の指示が不明確で声が小さ
かった。もう一頑張りが必要である。・全体の一体感が持てる最後の遊び
はとてもよかった。・動と静の遊びが、バランスよく組み込まれていた。・
告知（雨の日の対応・駐車場の表示・誘導など）に工夫が必要だった。
（6）第6一回ワークショップ
シンポジウム形式で、学生代表が1名シンポジストとして発表し、フロア
に3名が参加した。フロアからは以下の意見が寄せられた。・子どもを長時
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間、長期間他人に託していく傾向がある一方で、社会や親が関わりすぎでは
ないか。・今後子どもから自発的にやれるのか。・大人からの管理ではなく、
チャンスは提供し続けるべきではないか。・子どもにはある程度教えてあげ
ることが必要ではないか。・子どもから次の子ども（下の年齢、参加しなかっ
た子）に伝えるなど広め方を考えるべきではないか。・大人はきっかけ作り
をして、子どもを元気付けながら任せるスタンスが良い。・目標となる大人
がいない。・民問企業勤務の親は忙しい。・昔の親は忙しくなかったのか。・
昔の親はどう関わっていたのか。・兄弟、近所の人などが忙しい親の代わり
をしていたのではないか。・この企画の後で大人はどう変わったのか。・子
どもの登下校の時間に会わせて大人が散歩するなど、できることはあるので
はないか。子ども未来会議の活動の一環として参加、協力していただいた栃
木青年会議所の方からは、・子どもには優しく接しようという気持ちにはな
るがなかなか叱ることができない。・子ども世代と大人世代を繋ぐ接着剤と
して大学生がうまく機能してくれた。・来年も参加したいという子をスタッ
フの一員にしていくのはどうかという意見が寄せられた。最後にシンポジス
トからあげられた「子どもと創るまちづくり」のキーワードは以下の通りであ
る。伴走者、しかけ、バランス、機会の提供、大人のまなざし、大人の学び
と育ち、M・P・A（使命感・情熱・行動）
（7）事後指導
事後指導では各世代や様々な立場から出た意見、問題点を振り返った。学
生15名の感想は以下の通りである。
・面白さと難しさを同時に感じたこと……4世代集団で遊ぶこと。全員で楽
しめるあそびを作ること。初めて会った子どもへの声かけと話しかるタイ
ミング、子どもの目線で考えること。幼・小の連携。
・大人について……夢中になって真剣に遊び込む大人たちの姿に驚いた。保
護者からの楽しめたという言葉がうれしかった。高齢者の方が得意のけん
玉のコツ教えてくれた。
・子どもについて……集中するのも早いが、飽きるのも早い。こちらが身構
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えないで自分が楽しんでいると子どもは寄ってきてくれる。単純なことで
も盛り上がれることがわかった。子どもに助けられた。仲良くなれた。あ
そびをどうつなげるかを考えたい。昔の遊びをすることで子どもの知らな
い一面を見ることができて勉強になった。小学生が赤ちゃんを膝に抱いて
いる姿は保育では大切な経験である。発想力に驚いた。（・濡れたコンク
リートの地面にシャボン玉をピラミッド状に重ねて作っていた。・正方形
の石が敷き詰めてある公園で、ベンチに座って将棋を指していた大人から
ヒントを得て、地面のますを盤に見立てて人間が駒になる人間将棋を考え
っいてやっていた。）
・自分について……子ども好きな自分を再認識した。遊びに共感し、流れを
作る、展開をどうしていくかが課題である。学生が異学年で参加したこと
がよかった。このような企画は定期的にあると良い。
6．おわりに
保育者を目指す学生を地域の教育力再生をテーマにした地域社会のワーク
ショップに参画させることにより、以下のような効果と課題が得られた。
（1）保育者としての能力の発見
学生が今回の体験を通して保育者として必要な能力と気付いたことは次の
4点に集約される。
まず第一に自分自身が既成概念にとらわれずに自由な発想で遊べることで
ある。大人になってもしなやかな感性を失わずに遊び込める人には、子ども
は自然と吸い寄せられていく。今まで遊びに熱中したことが少ない学生は、
遅れぱせの体験としても学生時代に遊び心を持って心から活動や生活を楽し
む経験をすることが必要である。
第二に適切な環境設定ができるかどうかである。r今の子どもは遊べなく
なってきている」「遊びに必要な空間・時間・仲間そのどれもが不足してい
る」といわれているが、本当にそうなのだろうか。今回大人がその三問を提
供することで、子どもはこちらの想像をはるかに超えた遊ぶ力を持っている
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ということがわかった。保育者に必要なことは、子どもが本来持っている力
を発揮しやすい環境設定のために、機会、しかけ、きっかけをいかにバラン
スよく提供していけるかではないかと思う。うまく回り始めるところまで子
どもに伴走し、意欲が出てきたところで主導権を徐々に子どもの手に渡して
いく。そのタイミングがつかめ、見極められることが重要である。
第三に子どもの特質を理解することである。子ども特有の物事に取っつき
やすく飽きやすい傾向を理解し、子どもの中に芽生えたものにいち早く気付
き拾い上げられる能力、そしてある程度距離感を持ってその動きをイ府敵でき
る力、スーパーバイズカが必要なのではないだろうか。子どもと共感しなが
らも客観視できる能力である。子どもの発想を尊重しながら遊びの流れを自
然に導いていくには臨機応変さや創意工夫が求められる。
第四に子どものみならず様々な世代の人達と会話できることである。保育
は乳幼児が対象であるが保護者とのコミュニケーションも重要であり、保育
が地域社会との連携をとっていく傾向がある現代では、この能力は特に必要
なことである。保育者には、子どもの安全を確保するのはもちろんのこと、
その発育発達段階に応じた適切な保育、教育能力（保育者が自由な発想で遊
べること、適切な環境設定ができること、子供の特質を理解し客観視できる
ことなど）が求められている。さらに人とぬくもりのあるコミュニケーショ
ンがとれることがますます重要になってくる。今回の講座参加の目的は、上
記のような能力について学生自身に考えさせることであった。これらは頭で
理解する知識というよりも、体と心で感じ自から考え始めることに意味があ
る。その点では目的の第一段階は達成したと思われる。
（2）地域社会参画の効果
こ．の講座は各世代の感想をみても明らかなように、参加者が遊びをきっか
けに子どもやまちについて再考する機会になったと思われる。少子化社会で
は子どもは社会の宝であり社会全体で育てていこうという気運がある。しか
しそれは単に親の育児の負担を軽くする為に他人が預かる、保育者は子ども
の面倒を見るという発想にとどまっては限界があるのではないかと考えられ
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る。同じ街に住む市民同士として独身者や子どもを持たない夫婦、高齢者の
視線も地域の子どもに向き、その育ちに関心が持てるような雰囲気作りが必
要である。
今の子どもには、子どもが憧れ早く追いつきたいと思える大人が身近にい
ないといわれている。というよりはモデルとなる大人に出会うチャンスが減っ
ている。子どもは同級生などとの「横」の関係や親、先生などとの「縦」の
関係に囲まれて生活している。そのどちらでもない「斜め」の関係は、昔は
大人数のきょうだい、親戚、近所の人、街の人などと成立していた。今は自
分にとって差し障りのない大人と関わる機会が少ない。その点、学生は色々
な世代からの「斜め」の関係に立ちやすい年齢と立場にある。学生は今回の
参画により今まであまり眼を向けることの少なかった地域社会に関心を持ち
始め、学生に期待される役割や自分に出来ることを考えるようになった。そ
のひとつが、学生が大人世代との橋渡し役として子どもたちのリーダー的存
在になり、次に子どもたちの中からさらに年下の子どもをリードしていける
子どもを育てていく流れを作っていくことである。学生はこのような体験を
重ねることで、各世代の置かれている状況や今後の社会がどう変化していく
かにイメージを持ちやすくなる。これは保育者として様々な年齢層の人に関
わる際にプラスになるのと同時に、学生という立場でも社会教育力向上の一
翼を担える可能性につながることではないだろうか。
（3）今後の課題
このような機会は今のところ授業の枠を越えた自主体験学習であるが、こ
の体験が動機付けや学習意欲向上にも有用であるならば、カリキュラムの一
環として考えていくことも一案である。さらに教育効果を考えた場合、ひき
続き今回のような異学年での参加が望ましいと思われる。次回は路地裏合校
指導者養成講座として、参加者がパフォーマンスできるためのものづくり合
校と表現合校（栃木の山車、お菓子、お手玉、すごろく、かるた、人形劇、
紙芝居、けん玉、皿回し、手品など）が企画されている。学生はそれに向け
て学内のおもちゃライブラリーで一般開放に来る就園、就学前の親子を対象
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に創作、表現活動を重ね、地域性を生かしたオリジナル教材作成の準備をし
ている。
謝辞学生参加に後援頂いた栃木県教育委員会、下都賀教育事務所、都市計
画課ならびに参加者の皆様に心より感謝申し上げます。
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